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広報常任委員会を新たに設置。組織力を
アップし、活動を拡大します。
　留萌市議会は、16人の新しい議員による市議会組織を確立し、常任委員会もこれまでの
第一・第二常任委員会に加え、広報常任委員会を新たに設置しました。これまでの広報特
別委員会の活動を拡大、委員８人体制で組織力をアップし、わかりやすい議会を目指します。

　留萌市議会広報常任委員会は、留萌市議

会基本条例第７条「広報・広聴活動」に基

づき、議会活動の基本となる「市民にわか

りやすく・開かれた議会」を実現するため、　

情報の公開と説明責任を柱とし、留萌市議

会だより、議会ホームページやお知らせ掲

示板、一般質問等のラジオ放送など、多様

な手段を用いて効果的に情報を発信してい

きます。

　委員会活動は、「議会広報作業班」と「お

知らせ掲示板・ＨＰ作業班」に分かれて行

います。

　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　・　　　

な
く
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
金
額
を
消

滅
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
市
の
不

能
欠
損
は
前
年
度
に
比
べ
て
市
税
で
は

千
五
百
七
十
四
万
円
の
減
、
国
民
健
康

保
険
税
が
六
百
十
六
万
円
の
減
で
し
た

が
、
総
体
的
に
長
引
く
景
気
低
迷
が
大

き
く
影
響
し
、
厳
し
い
納
税
環
境
に
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
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司
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五
月
二
十
五
日
開
催
の
第
一
常
任
委

員
会
に
お
け
る
主
な
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

【
地
域
振
興
部
】

　
農
業
を
核
と
し
た
産
業
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て

　

旧
幌
糠
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
二
棟
を
建
て
て
養
液

栽
培
を
取
り
入
れ
、
通
年
で
栽
培
が
で

き
る
花
き
や
野
菜
な
ど
の
栽
培
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
畿
大
学
の
協
力
を
得
て
、

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
製
造
技
術
を
生
か

し
、
資
源
循
環
型
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
、

廃
材
や
間
伐
材
、
も
み
殻
な
ど
市
内
に

あ
る
燃
料
の
実
用
化
に
向
け
た
試
験
を

実
施
す
る
な
ど
新
技
術
を
導
入
し
、
農

業
の
新
た
な
担
い
手
の
確
保
の
ほ
か
、

障
が
い
者
の
就
労
の
研
修
に
つ
な
げ
て
、

地
域
の
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の

開
発
な
ど
、
集
落
の
活
性
化
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

【
総
務
部
】

　
平
成
二
十
六
年
度
　
市
税
・
国
民
健

康
保
険
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て

　
「
不
納
欠
損
」
と
は
、
生
活
に
困
っ
た

り
、
ど
こ
に
引
っ
越
し
た
か
分
か
ら
な

い
な
ど
の
理
由
で
支
払
い
が
で
き
ず
に

税
金
を
滞
納
し
て
し
ま
い
、
徴
収
で
き

第
一
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年

度
以
降
の
開
設
に
つ
い
て
市
民
の
意
見

を
集
約
し
、
方
向
性
を
秋
頃
ま
で
に
検

討
し
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
と
し
て
は
、
全
面
開
設

の
際
の
予
算
な
ど
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

基
に
協
議
す
る
予
定
で
す
。
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五
月
二
十
二
日
開
催
の
第
二
常
任
委

員
会
に
お
け
る
主
な
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

【
市
民
健
康
部
】　

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
事
業

に
伴
う
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託

料
四
百
十
万
四
千
円
の
追
加
補
正
に
つ

い
て

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
十
二
桁
の
個
人
番
号
︵
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
︶
を
持
つ
こ
と
で
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
を
同

一
の
方
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で

個
人
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
に
国
が
導
入
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

と
し
て
、
民
生
費
の
追
加
補
正
に
つ
い

て
議
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
】

　
平
成
二
十
七
年
度
留
萌
市
温
水
プ
ー

ル
「
ぷ
る
も
」
の
開
設
に
つ
い
て

　

七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で︵
土

日
曜
・
祝
日
を
除
く
︶
二
十
五
ｍ
プ
ー

ル
に
限
定
し
、
学
校
プ
ー
ル
授
業
専
用

と
し
て
開
設
し
ま
す
。
一
般
開
放
は
、

七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
十
九
日
ま

で
。
時
間
は
、
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

で
す
。

第
二
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

▲学校授業専用として開設する温水プール
　「ぷるも」

板「議会かわら版」を毎月

１回、市役所、公民館、図

書館、市立病院、るもいプ

ラザ、はーとふる、健康の

駅に設置しています。また、

議会ホームページの運営お

よび管理を担います。
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川　口　宏　和

村　山　ゆかり

笠　原　昌　史

米　倉　靖　夫

戸　水　美保子

坂　本　守　正

　【議会広報作業班】は、留萌市議会だより「議会

です　こんにちは」を５月、８月、11 月、２月の

年４回発行するための編集作業を行います。

　今号は、議員 16 人が今後４年間の抱負をコメン

トした議場内の議席図を紹介します。

　【お知らせ掲示板・ＨＰ作業班】は、お知らせ掲示

▲ビニールハウスで栽培試験（イメージ写真）
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・各常任委員会からの報告

・特集  市民を代表する16人の今後
　4年間の抱負

・第２回定例会一般質問項目

・こんなことが決まりました
・連載  議会あの日あのとき　ほか

・広報常任委員会を新たに設置。組織力を
  アップし、活動を拡大します。
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※議席順

　市議会では、多くの皆さんのお越しをお待ちしています。議場は、市役所本庁舎３階にあり、
傍聴席入口前の受付で、住所・氏名を記入するだけで、簡単に傍聴することができます。
　また、団体などで傍聴されるときは、座席数に限りがありますので、あらかじめ議会事務
局（電話 42-1907）までご連絡ください。 

超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
介
護
、

予
防
、
医
療
、
生
活
支
援
等
の
福

祉
行
財
政
の
充
実
、
考
え
る
力
を

伸
ば
す
教
育
、
環
境
施
策
。

議員 珍田　亮子11

安
心
安
全
で
、
住
民
自
ら
が
行
動

を
起
こ
し
、
産
業
・
教
育
・
福
祉
・

環
境
・
医
療
の
充
実
し
た
地
域
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

議員  燕　　昌克５

市
民
誰
も
が
思
い
描
く
こ
と
の
で

き
る
未
来
像
、
地
域
が
寄
り
添
い

な
が
ら
生
活
が
で
き
る
「
第
６
次

総
合
計
画
」
策
定
を
。

議員 土田　悦也１

地
域
創
生
は
一
過
性
の
事
業
補
助

で
は
な
く
、
自
主
自
立
の
エ
ン
ジ

ン
造
り
。
経
営
視
点
で
マ
チ
の

捲け
ん
ど
ち
ょ
う
ら
い

土
重
来
を
期
し
て
い
き
た
い
。

議員 澤井　篤司２

地
域
環
境
の
整
備
や
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
生

か
し
て
、全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

議員 鵜城　雪子６

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議

会
運
営
を
目
指
し
、
ふ
る
里
再
生

に
全
力
投
球
を
致
し
ま
す
。

議員 野崎　良夫12

基
幹
産
業
の
振
興
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
・
教
育
・
文
化
の
充
実
に
努

め
、
正
規
に
働
く
場
を
増
や
す
こ

と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

議員 坂本　　茂13

産
業
、
福
祉
、
教
育
な
ど
様
々
な

視
点
で
、
留
萌
な
ら
で
は
の
地
方

創
生
を
目
指
し
誰
も
が
安
心
し
て

住
め
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
。

議員 川口　宏和７

市
民
の
声
、
ま
ち
の
動
き
、
国
の

動
向
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
幸
せ

を
感
じ
る
留
萌
の
未
来
を
創
造
す

る
た
め
、
全
力
で
活
動
し
ま
す
。

議員 村山ゆかり14

財
政
健
全
化
を
推
進
し
、
急
激
に

進
む
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

施
策
、
交
流
人
口
拡
大
を
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
活
動
し
ま
す
。

議員 小野　敏雄８

社
会
保
障
の
充
実
、
産
業
の
育
成

と
雇
用
創
出
、
教
育
環
境
の
整
備

等
高
齢
者
、
子
ど
も
ま
で
安
心
し

た
暮
ら
し
が
出
来
る
街
づ
く
り
を
。

議員 坂本　守正15

経
済
雇
用
の
活
性
化
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
、
防

災
対
策
な
ど
だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
留
萌
を
目
指
し
ま
す
。

議員 野呂　照幸９

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切

に
し
常
に
同
じ
目
線
で
、
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
マ
チ
づ
く
り
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
た
い
。

議員 笠原　昌史３

前
浜
活
性
化
を
基
盤
と
し
た
１
次

産
業
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
子

ど
も
が
選
択
で
き
親
が
安
心
し
て

応
援
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

議員 米倉　靖夫４

市
民
の
皆
様
の
お
声
を
力
に
、
皆

が
願
っ
て
い
る
「
ず
っ
と
住
み
た

い
元
気
な
留
萌
市
」
を
作
る
た
め

に
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

議員 戸水 美保子10

財
政
健
全
化
達
成
後
も
予
算
の
更

な
る
「
見
え
る
化
」、
地
場
産
業　

の
活
性
化
、
防
災
弱
者
対
策
、
地

域
医
療
充
実
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。

議員 村上　　均16

市民を代表する16人の今後４年間の抱負市民を代表する16人の今後４年間の抱負

傍聴席

質問席

　一般質問で
　一議員に与えられる
　時間は 80 分間です。

　主に一般質問の
　「一問一答」の際に
　理事者に対して
　質問する場所です。

傍聴をお待ちしています！
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財
政
の
健
全
化
と
地
域
経

済
の
安
定
・
活
性
化
に
つ
い
て

　
創
生
事
業
は
、
国
の
支
援
も
あ

り
チ
ャ
ン
ス
と
同
時
に
、
二
度
目

は
な
い
と
の
覚
悟
も
必
要
。
両
輪

で
あ
る
財
政
と
経
済
の
包
括
的
理

解
が
欠
か
せ
な
い
。
市
財
政
を
市

民
が
評
価
し
や
す
い
企
業
会
計
に

合
わ
せ
た
新
地
方
公
会
計
財
務
四

表
に
よ
る
開
示
と
、
明
快
な
代
表

指
標
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）
の
設
定

が
必
要
。
こ
の
指
標
と
し
て
、
公

会
計
と
企
業
会
計
の
安
定
分
析
に

共
通
の
「
純
資
産
比
率
」
の
推
移

開
示
を
提
案
す
る
。

　
市
の
近
年
の
人
口
減
は
等
比
数

列
で
は
な
く
等
差
で
減
少
し
て
お

り
、
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
国
の

試
算
を
六
年
早
め
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
こ
こ
十

年
の
法
人
市
民
税
も
人
口
減
の
二

倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
急
落
し
て
お

り
、
対
策
は
急
務
。
留
萌
市
の
将

来
の
人
口
想
定
と
現
状
の
経
済
分

析
を
伺
い
た
い
。
人
口
一
人
増
あ

た
り
の
歳
入
増
を
、
人
口
対
策
財

源
の
参
考
値
と
し
て
お
聞
き
し
た

い
。

　「
地
方
か
ら
の
定
住
希
望
者
に

対
し
て
の
定
住
促
進
策
」、「
ふ
る

さ
と
納
税
増
加
の
た
め
の
特
産
品

選
定
、生
産
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
」、「
高

規
格
道
路
利
用
者
の
中
心
市
街
地

へ
の
誘
導
策
」
を
短
期
の
経
済
活

性
対
策
と
し
て
提
案
す
る
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

広
報
誌
や
決
算
資
料
な
ど

も
含
め
て
市
民
に
分
か
り
や
す
い

開
示
方
法
が
あ
る
の
か
研
究
し
た

い
。

事
業
実
施
は
冬
期
間
と
な
り
厳
し

い
条
件
で
あ
る
が
、
積
極
的
な
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
は
人
口
減
少

問
題
の
克
服
、
地
域
創
生
を
目
的

と
し
た
計
画
で
あ
る
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計

で
は
、
二
〇
四
〇
年
に
は
留
萌
市

の
人
口
は
一
万
三
千
六
百
七
十
人

ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
人
口
減
少
を
い
か
に
緩

和
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
第
六
次
総
合
計
画
策

定
へ
の
準
備
を
進
め
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
の
考
え
を
反

映
し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　

学
校
の
情
報
活
用
と
安
全

確
保
に
つ
い
て

　
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
「
情

報
活
用
能
力
調
査
」
結
果
に
つ
い

て
、
課
題
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に

受
け
取
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
各

小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
整
備
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
通
学
路
に

お
け
る
交
通
安
全
点
検
の
結
果
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

調
査
の
内
容
は
、「
情
報

活
用
の
実
践
力
」「
情
報
の
科
学

的
な
理
解
」「
情
報
社
会
に
参
画

す
る
態
度
」
の
三
つ
の
観
点
に
つ

い
て
出
題
さ
れ
た
。
調
査
結
果
と

　
　
　
子
ど
も
の
人
権
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
留
萌
市
で
は
子
ど
も
の
人
権
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｐ
事

業
を
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
実

澤
井
　
篤
司
　
議
員

（
萌
政
会
）

し
て
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
情

報
を
見
つ
け
出
し
、
関
連
付
け
る

こ
と
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、
留
萌

市
の
小
中
学
校
で
も
同
様
の
傾
向

が
あ
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用

推
進
事
業
の
モ
デ
ル
校
以
外
の
五

校
に
計
画
的
に
整
備
し
た
い
。

　

道
路
管
理
者
が
ま
だ
対
応
し
て

い
な
い
三
カ
所
の
う
ち
一
カ
所
は

今
年
度
対
応
す
る
。
過
去
五
年
間

に
通
学
路
で
は
三
人
の
子
ど
も
が

学
校
生
活
へ
の
支
障
は
な
か
っ
た

が
、
人
身
事
故
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

施
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
近
年
は
十
代
の
子
ど
も
た
ち
の

間
に
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
の
話

を
聞
く
が
、
人
権
意
識
向
上
の
た

め
の
教
育
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

平
成
十
四
年
度
か
ら
社
会

教
育
事
業
と
し
て
子
ど
も
へ
の
暴

力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
事

業
を
導
入
し
た
。
十
九
年
度
か
ら

は
学
校
教
育
事
業
と
し
て
小
学
校

全
校
で
実
施
し
、
二
十
四
年
度
か

ら
は
中
学
校
に
も
拡
大
し
た
。

　

小
学
四
年
生
と
中
学
一
年
生

を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
年
度

に
よ
っ
て
学
年
を
組
み
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
も
あ
る
。
昨
年
度

は
小
学
三
年
生
と
中
学
三
年
生
、

計
二
百
五
十
人
、
教
職
員
な
ど

七
十
二
人
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ん
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
寸
劇
や

話
し
合
い
な
ど
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
通
し
て
暴
力
防
止
の
具
体
的
な

対
処
法
を
学
び
、
身
を
守
る
た
め

の
行
動
の
選
択
肢
を
広
げ
、安
心
・

自
信
・
自
由
と
い
う
三
つ
の
権
利

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
本
来
持
っ

て
い
る
「
生
き
る
力
」
を
引
き
出

す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
分
か
り
や
す
く
効
果
が

あ
る
学
習
な
の
で
、
今
後
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

平
成
27
年  

第
２
回
定
例
会

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

戸
水 

美
保
子
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

問
一

答
一

▲デジタル教材を活用した授業

野
呂
　
照
幸
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
地
方
創
生
「
総
合
戦
略
」

策
定
に
つ
い
て

　
政
府
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
年
度

内
に
地
方
創
生
「
総
合
戦
略
」
策

定
を
指
示
、
交
付
金
に
よ
る
財
政

支
援
を
打
ち
出
し
た
。

　
地
域
の
創
生
は
、
地
元
の
産
業

を
振
興
し
、
人
々
が
豊
か
に
生
活

し
、
継
承
し
持
続
す
る
う
え
で
土

台
を
な
す
も
の
。
人
口
減
少
問
題

は
一
体
の
課
題
で
あ
り
、
今
日
の

留
萌
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
産
業

振
興
と
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
医
療
・
福
祉
の
充
実
と
合
わ
せ

子
育
て
の
環
境
整
備
、
文
化
・
観

光
資
源
の
拡
充
等
総
合
的
課
題
を

盛
り
込
ん
だ
真
の
「
留
萌
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
創
る
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
広

く
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
る
こ

と
。

　
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
製
材

工
場
の
検
討
も
加
え
た
森
林
・
林

業
・
林
産
業
の
振
興
と
働
き
口
増

大
。
留
萌
市
独
自
の
「
新
規
就
農

者
支
援
事
業
」
の
拡
充
。

▲創生と持続を目指すなら、企業
　（戦略）会計で改革を

　

人
口
は
今
年
度
策
定
す
る
総
合

戦
略
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

推
計
の
数
字
を
上
回
る
計
画
に
な

る
。
人
口
一
人
増
加
し
た
場
合
の

歳
入
増
は
約
十
三
万
円
と
予
想
し

て
い
る
。
経
済
対
策
と
し
て
は
、

第
一
次
産
業
に
目
を
向
け
、
第
六

次
産
業
ま
で
が
連
携
し
て
観
光
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

　

定
住
促
進
策
と
し
て
土
地
な
ど

の
優
先
提
供
は
総
合
戦
略
の
策
定

を
進
め
る
な
か
で
研
究
し
た
い
。

　
　
　

地
域
内
循
環
経
済
を
目
指

す
基
本
条
例
策
定
に
つ
い
て

　
財
源
が
域
外
に
流
出
せ
ず
、
域

内
に
循
環
さ
せ
る
理
念
と
仕
組
み

が
な
い
と
、
活
性
化
は
実
現
し
な

い
。創
生
事
業
の
検
討
と
同
時
に
、

地
域
内
循
環
経
済
を
目
指
す
産
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
く
希
望
す
る
が
い

か
が
か
。

　
　
　

す
で
に
市
で
策
定
し
て
い

る
条
例
に
つ
い
て
も
、
適
宜
一
部

改
正
は
行
っ
て
は
き
て
い
る
も
の

の
、
策
定
し
て
か
ら
年
月
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

見
直
し
も
含
め
て
先
進
地
の
状
況

を
参
考
に
し
、
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
二

答
二

問
一

　
　
　
地
方
創
生
交
付
金
の
活
用

等
に
つ
い
て

　
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
の
う

ち
、
ま
だ
配
分
先
が
決
ま
っ
て
い

な
い
「
上
乗
せ
交
付
分
」
三
百
億

円
に
つ
い
て
、
国
は
先
進
的
な
提

案
を
行
っ
た
自
治
体
に
対
し
、
優

先
的
に
配
分
す
る
と
い
う
方
針
を

示
し
て
い
る
が
、
留
萌
市
は
申
請

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
既
存
の
総
合
計
画
や
個

別
計
画
を
地
方
版
総
合
戦
略
の
理

念
や
考
え
方
を
踏
ま
え
た
も
の

に
、
見
直
す
考
え
が
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
　

国
の
交
付
金
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
タ
イ
プ
Ⅰ
と
タ
イ
プ
Ⅱ
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
交
付
決
定
は
十
月

下
旬
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

問
一

答
一

問
二

答
二

問
一

答
一

　
文
化
・
観
光
で
は
、
黄
金
岬
周

辺
整
備
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
「
旧
留
萌
佐
賀
家
漁
場
」

の
整
備
な
ど
も
盛
り
込
む
こ
と
。

　
子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る

も
」
の
全
面
再
開
、
全
天
候
型
で

土
・
日
・
祝
日
も
親
子
で
遊
べ
る

施
設
の
建
設
な
ど
、
文
字
通
り
留

萌
の
新
た
な
創
生
を
目
指
す
「
総

合
戦
略
」
策
定
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

に
は
働
く
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
基
本
に
立
っ
て

「
地
方
創
生
る
も
い
市
民
会
議
」

を
中
心
に
進
め
る
。
提
案
さ
れ
た

中
に
は
難
し
い
と
思
う
も
の
も
あ

る
が
、
市
民
・
関
係
者
・
議
会
の

意
見
を
聞
い
て
考
え
た
い
。

　
　
　

災
害
弱
者
対
策
に
つ
い
て

　
災
害
対
策
基
本
法
は
、
市
町
村

長
に「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

作
成
と
関
係
団
体
へ
の
提
供
を
義 ▲整備が望まれる「旧留萌佐賀家漁場」

答
一

問
二

務
付
け
て
い
る
。
自
主
防
災
組
織

と
民
生
委
員
へ
の
提
供
と
有
効
活

用
は
極
め
て
大
切
な
課
題
で
あ
る

が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
は
自
主
防
災
組
織
で
の
活
用

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
民
生
委
員

へ
の
提
供
は
こ
れ
か
ら
積
極
的
に

お
願
い
し
、
講
習
な
ど
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

人
権
意
識
向
上
に
つ
い
て
は
多

様
性
を
認
め
合
い
、
自
分
も
他
の

人
も
大
切
に
で
き
る
児
童
生
徒
を

教
育
活
動
全
般
を
通
じ
育
成
し
て

い
く
。

　
　
　

奨
学
金
貸
付
事
業
の
現
状

に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
が
行
っ
た

調
査
か
ら
、
雇
用
条
件
の
悪
化
か

ら
奨
学
金
の
返
済
に
苦
慮
し
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
実
態
が
見
て

と
れ
る
。

　
留
萌
市
に
お
い
て
も
奨
学
金
貸

付
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
貸

付
の
現
状
と
返
済
滞
納
の
場
合
の

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

留
萌
市
の
奨
学
金
貸
付

事
業
は
昭
和
三
十
四
年
に
開

始
さ
れ
、
以
来
五
十
六
年
間
で

二
百
二
十
四
人
の
学
生
に
貸
付
け

さ
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
十
八
人
が
返
済
中
で
返

済
が
遅
れ
が
ち
な
方
に
対
し
、
平

成
二
十
五
年
度
に
制
定
し
た
滞
納 ▲潮静小学校で開かれたＣＡＰ事業

問
二

答
二

答
二



留 萌 市 議 会 だ よ り

2021

明
。
統
廃
合
に
関
し
て
は
、
学
校

が
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
存
在

で
、
住
民
の
不
安
は
十
分
認
識
し

て
お
り
、
地
域
の
理
解
が
な
け
れ

ば
強
引
に
進
め
る
も
の
で
は
な
い

と
話
し
た
。
地
域
と
の
懇
談
に
つ

い
て
、
港
北
小
で
二
十
四
年
十
二

月
、
北
光
中
で
二
十
五
年
三
月
に

言
う
と
こ
ろ
の
「
カ
マ
ド
の
大
き

さ
」
で
あ
り
、
家
族
が
増
え
る
よ

う
で
あ
れ
ば
部
屋
数
も
間
取
り
も

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子

ど
も
達
が
独
立
し
た
ら
暖
房
費
・

除
雪
費
が
少
な
く
て
済
む
家
屋
に

し
よ
う
と
思
う
の
が
当
た
り
前
で

「
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
の
経
営
」

に
お
い
て
も
同
じ
だ
と
思
う
。
ま

た
、
そ
の
根
幹
と
な
る
基
礎
デ
ー

タ
を
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
（
社
人
研
）
の
デ
ー
タ
に

依
拠
す
る
の
は
何
故
か
。
地
方
の

特
質
実
情
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
声
も
あ
る
。
留
萌
は
留
萌

な
り
の
推
計
・
想
定
を
も
っ
て
策

定
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

市
は
社
人
研
の
人
口
推
計

よ
り
上
回
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
す

る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も

人
口
抑
制
策
の
取
り
組
み
が
無
い

場
合
の
数
値
で
あ
る
。

配
置
計
画
の
説
明
会
を
開
き
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
参
考
に
配

置
計
画
を
検
証
す
る
。
地
域
住
民

等
と
も
協
議
を
重
ね
、
理
解
を
得

な
が
ら
、
二
十
八
年
度
に
保
護
者

や
学
校
に
説
明
す
る
予
定
。

　
　
　

留
萌
港
三
泊
地
区
に
お
け

る
火
力
発
電
所
立
地
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
六
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
事
業
計
画
の
重
点
項
目
に

「
火
力
発
電
所
立
地
へ
の
調
査
・

研
究
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
留
萌
開

発
建
設
部
が
「
留
萌
港
に
お
け
る

石
炭
火
力
発
電
所
立
地
の
可
能
性 ▲統廃合が予定される港北小学校

度
と
な
く
こ
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
・

シ
テ
ィ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

の
目
標
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

二
十
四
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
五

次
総
合
計
画
」
の
「
後
期
戦
略
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
後
期
五
年
間
に
お
い

て
「
都
市
計
画
」
で
は
中
心
市
街

地
の
復
活
を
目
指
し
「
土
地
利
用

の
誘
導
や
規
制
を
検
討
し
て
い

く
」
と
明
文
化
さ
れ
た
が
ど
う

い
っ
た
形
で
施
策
さ
れ
た
の
か
。

市
民
・
行
政
・
市
議
会
に
お
い
て

確
た
る
共
通
認
識
が
あ
っ
た
の

か
、
第
六
次
総
合
計
画
策
定
を
前

に
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
全
国
的
に

議
論
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
て

内
閣
調
査
室
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と

約
六
割
以
上
の
人
は
、
あ
ま
り
賛

成
で
は
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。
換
地
な
ど
に
つ
い
て
は
大

変
微
妙
な
部
分
が
あ
り
、
市
が
積

極
的
に
街
中
に
土
地
を
買
い
求
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
老
朽
施
設
な
ど
を
建

て
替
え
る
時
点
に
お
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

将
来
的
想
定
人
口
に
つ
い

て　
都
市
計
画
等
策
定
に
あ
た
っ
て

最
も
重
要
な
基
礎
的
数
値
が
「
想

定
人
口
」
で
あ
り
、
我
々
庶
民
の

土
田
　
悦
也
　
議
員

（
萌
政
会
）

　
　
　
港
北
地
区
の
小
中
学
校
に

つ
い
て

　
平
成
二
十
三
年
七
月
に
策
定
さ

れ
た
留
萌
市
小
中
学
校
適
正
配
置

計
画
に
よ
る
と
港
北
小
と
北
光
中

が
二
十
九
年
度
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

統
廃
合
さ
れ
る
予
定
。
今
年
三
月

上
旬
に
元
町
地
区
連
合
町
内
会
と

港
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
か
ら
、
廃
校
後
の
地
域

衰
退
に
対
す
る
不
安
事
項
が
述
べ

ら
れ
た
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
要
望
書
へ
の
対
応
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
市
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
を

進
め
る
た
め
に
、
保
護
者
・
地
域

住
民
と
の
共
通
理
解
を
深
め
る
た

め
の
協
議
懇
談
の
場
が
必
要
。
こ

れ
ま
で
の
懇
談
実
績
と
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

要
望
書
を
受
け
取
っ
た

際
、
平
成
二
十
七
年
度
に
適
正
配

置
計
画
を
検
証
し
、
そ
の
後
に
校

区
地
域
と
懇
談
す
る
こ
と
を
説

　第２回定例会が９日間の会期で開催され、一般会計および特別会計補正予算、工事請負契約の締結などに
ついて審議しました。

こんなことが決まりました
第２回定例会　平成27年６月２日～10日

を
探
る
た
め
の
検
討
調
査
」
を

行
っ
た
が
、
調
査
結
果
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
留
萌
港
利
活
用
を
推
奨
す
る
留

萌
市
と
し
て
、
こ
の
調
査
結
果
に

対
す
る
市
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

　
　
　

留
萌
港
に
石
炭
火
力
発
電

所
を
建
設
す
る
優
位
性
と
し
て
、

三
泊
ふ
頭
背
後
の
用
地
を
有
効
活

用
で
き
、
砂
川
発
電
所
へ
の
陸
上

輸
送
コ
ス
ト
が
年
間
九
億
六
千
万

円
不
要
と
な
る
。
さ
ら
に
整
備
し

た
場
合
の
効
果
は
、
六
十
万
ｋ
ｗ

の
発
電
所
お
よ
び
送
電
線
建
設
で

約
千
四
百
四
十
億
円
の
新
規
需
要

に
よ
る
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、

新
規
雇
用
が
発
生
。
外
部
か
ら
の

要
因
に
よ
る
地
域
内
消
費
が
見
込

ま
れ
る
。
今
後
の
電
力
需
要
の
動

向
、
国
の
動
き
を
注
視
し
、
慎
重

に
精
査
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

化
」
へ
の
共
通
認
識
の
確
認
に
つ

い
て

　
平
成
十
四
年
策
定
の
「
留
萌
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

の
中
で
初
め
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
で

分
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

言
う
文
言
が
使
わ
れ
て
以
来
、
幾

▲留萌市街地（出典：国土交通
　省ホームページ）

問
一

答
一

問
二

答
二

問
一

答
一

問
二

答
二

【報　　告】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・留萌市土地開発公社の平成26年度決算に関する書類及び平成27年度事業計画に関する書類の提出について
　……………………………………………………………………………………………………ほか４件　　  了

【議　　案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・平成27年度留萌市一般会計補正予算（第１号）（ 2,068万5,000円追加）
・平成27年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（ 654万3,000円追加）
・平成27年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第１号）（ 110万2,000円追加）
・工事請負契約の締結について（東光小学校整備事業　校舎耐震補強工事）…………………………原案可決
・留萌市監査委員の選任について（坂本守正議員選出）…………………………………………………同　　意

【意見書案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・平成27年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
・認知症への取り組みの充実強化に関する意見書
・農林水産業の輸出促進に向けた施策の拡充を求める意見書………………………………ほか２件　原案可決

整
理
事
務
処
理
要
項
に
基
づ
い
て

無
理
な
く
返
済
で
き
る
よ
う
に
相

談
し
て
進
め
て
い
る
。
全
員
が
誠

実
に
返
済
し
て
い
る
。
従
っ
て
現

在
の
方
法
で
事
業
を
進
め
て
い

く
。村

山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　春に行われた留萌市議
会議員選挙から３カ月が
経ちました。今号から留
萌市議会だより「議会で
すこんにちは」は、新人
議員３人を含む４人の新
しい議会広報作業班によ
り編集を行います。
　この広報誌は、昭和
61年に第１号を発行し
て以来、先輩たちが幾度
と無く議論を重ね、今日
まで脈々と受け継がれて
きました。私たちもこの
歴史と伝統を受け継ぎつ
つ新たな挑戦に取り組ん
でいきます。
　これからも市民の皆さ
んに一層親しみを持って
読んでもらえるための工
夫や努力を怠らず、「市
民にわかりやすく・開か
れた議会」の実現のため
に尽力していきます。

（笠） ▲昭和30年代の議会風景

　今号から新たに、「議会あの日あのとき」の連載が始まり
ます。留萌市議会の過去からの移り変わりなどをご紹介して
いきます。第１回目は、留萌市議会議員定数についてです。
　留萌町が留萌市になった昭和22年（市政施行）、初代市長
に原田太八氏が就任。留萌市議会議長に就任された伊佐津和
平氏を筆頭に法定定数30人の議員でスタートしました。　
　今期 、議長に就任した野崎良夫氏は 、昭和49年に議員とな
り、議員歴37年、歴代18人目の議長となりました。
　30議席から現在の16議席に至るまでの変遷を知る現職議
員として、歴史を重んじ新しきを学ぶ厳しい姿勢で議会活動
に取り組んでいます。
　議員定数は「留萌市議会議員定数条例」で定めており、昭
和58年４月に28人、昭和62年４月に26人 、平成７年４月に
24人 、平成11年４月に22人 、平成15年４月に20人 、そし
て平成19年４月に16人と変わり、現在に至っています。

編集後記
１


